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福島市荒町１－21
自治労福島県本部
発行人澤村英行

がんばろう福島
第₈₅₀号

2024年（令和６年）
５月31日

2024県本部ジェンダー平等集会
日時：６月24日（月）14：50～16：30
講演：「多様性を考える」
　　　にじいろCANVAS
　　　共同代表　小野寺　真 氏
会場：福島市「ラコパふくしま ５階」

第19回地方自治研究
福島県集会レポート

～
自
治
研
集
会
、
６
年
ぶ
り
の
開
催
～

調
査
・
研
究
の
成
果
を
共
有

　

５
月
24
日（
金
）～
25
日（
土
）、
県
本
部
は
第
19
回
地
方
自
治
研
究
福
島
県
集
会
を
開
催
。

県
内
各
単
組
よ
り
延
べ
約
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。
県
本
部
に
よ
る
自
治
研
集
会
の
開
催
は

６
年
ぶ
り
。
記
念
講
演
、
分
会
会
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
、
地
域
団
体
の
事
例
報
告
、
岸
真
紀
子

参
議
院
議
員
の
国
政
報
告
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
を
は
さ
み
、

停
滞
し
た
県
本
部
自
治
研
活
動
の
再
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
集
会
と
な
っ
た
。

６年ぶりに開催された自治研集会に多くの組合員が参加した

国政報告を行う岸まきこ参議院議員

こ
そ
が
、
自
治
研
活
動
の
原

点
で
あ
る
。
調
査
・
研
究
に

携
わ
っ
た
各
部
会
員
に
改
め

て
敬
意
を
表
し
た
い
。

記
念
講
演
・
事
例
報
告

　

福
井
県
越
前
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
丹
南
市
民
自
治
研
究
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
市
民
と
職
員

の
協
働
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

頂
い
た
。
設
立
か
ら
20
年
以

上
の
歴
史
を
重
ね
て
い
る
同

団
体
。
自
治
研
活
動
の
先
進

事
例
は
、
わ
れ
わ
れ
の
目
指

す
べ
き
活
動
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
。

　

地
方
自
治
総
合
研
究
所
・

坂
本　

誠
研
究
員
か
ら
は

「
自
治
体
消
滅
」
論
へ
の
対

応
に
つ
い
て
講
演
を
頂
い

た
。
４
月
に
人
口
戦
略
会
議

が
公
表
し
た
「
消
滅
可
能
性

自
治
体
リ
ス
ト
」
は
大
き
な

衝
撃
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
が
、
坂
本
研
究
員

は
「
強
い
ら
れ
た
人
口
獲
得

競
争
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
」

を
訴
え
、
地
域
づ
く
り
に
息

長
く
取
り
組
み
、「
ほ
ど
よ

い
状
態
」
の
持
続
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　皆さんは日課ってありますか？。例えば、朝のジョギングとか
スポーツジム通いなど一般的に健康的なものが多いですよね。私
の場合は、日課というのがあっているかは別にして、家に帰って
からの晩酌ですね。お酒と言ってもビール、日本酒、ワインなど
様々ありますが、宅飲みの場合は焼酎オンリーです。銘柄にこだ
わりはなく、ほぼ某プライベートブランドの麦焼酎を飲んでいま
す。昔ある先輩から頂いた、「甲類ではなく本格焼酎にしておけ」
との教えを今でも忠実に守っています。とは言え、最近は少ない
量でもすぐに酔っ払い、外に飲みに行くと記憶がとんだりと、つ
くづく年を取ったなぁと実感しています。また、毎年の人間ドッ
クでは、先生から若干血圧がとか、γ-GTPがとか、休肝日を設け
たほうがいいとか、毎年言われています。何でも先生曰く、休肝
日は３日連続であけないと意味がない。らしい…。とは言え、前
日に飲みすぎて「今日はやめておくか」と朝思っても仕事から帰っ
てくると、いつものように自然とグラスに氷を入れている。日課
なのか？○○中なのか？結局飲んじゃいます。まして、ここ数年
は皆勤賞で、連続飲酒日記録更新中です。
　物事を続けることは難しいですし、本当に大事だと思いますが、
ほどほどにしないと。と思う今日この頃です。
　私はたぶん無理ですけど、皆さん休肝日を設けましょう！！

自治労福島県本部組織部長

福地　　努
（会津若松市職労）

〜 私の名刺⑨ 〜

私の日課？

　

地
域
活
動
の
事
例
報
告
に

つ
い
て
は
、
飯
野
街
な
か
活

性
化
委
員
会　

阿
曽
隆
一
会

長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
き
の

里
東
和　

ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
議
会　

武
藤
正
敏
元
専
務

理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
頂
い

た
。
両
団
体
か
ら
の
報
告
で

共
通
し
て
い
た
の
は
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
人
口
減
少
社

会
の
中
で
も
地
域
に
根
差
し

た
取
り
組
み
が
し
っ
か
り
と

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
参

加
者
は
感
銘
を
受
け
た
。

　

記
念
講
演
と
事
例
報
告
を

通
じ
出
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
協
働
」。
人
口
減
少
社

会
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
住
民
と
行
政
と
の

「
協
働
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
自
治
研
活
動
に
お
い
て

も
「
協
働
」
の
視
点
が
重
要

で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
た
。

避
難
所
運
営
を
支
援

　

能
登
半
島
地
震
被
災
自
治

体
へ
の
自
治
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
活
動
は
、
３
月
４
日

よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

福
島
県
本
部
か
ら
の
支
援
第

２
陣
と
し
て
、
福
地
努
組
織

部
長
と
木
村
圭
介
県
北
総
支

部
事
務
局
長
が
参
加
し
た
。

移
動
日
も
含
め
る
と
４
月
20

日
か
ら
28
日
ま
で
の
日
程

で
、
石
川
県
能
登
町
の
避
難

所
「
能
登
中
学
校
」
の
避
難

所
運
営
に
携
わ
っ
た
。

　

今
回
の
支
援
の
時
点
で
は

発
災
か
ら
間
も
な
く
４
か
月

が
経
過
し
よ
う
と
い
う
時
期

だ
っ
た
が
、

避
難
者
の
皆

さ
ん
は
整
然

と
日
常
の
生

活
を
送
ら
れ

て
い
た
と
の

こ
と
。
一
方

で
参
加
者
の

２
人
か
ら
は

「
長
期
に
わ

た
る
避
難
所
生
活
と
今
後
の

生
活
再
建
な
ど
を
考
え
る
と

皆
さ
ん
、
身
心
と
も
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
心
配
す
る
声
も
聞
か

れ
た
。

　

自
治
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

宿
舎
は
富
山
県
氷
見
市
に
あ

る
「
小
堺
荘
」。
午
前
10
時

か
ら
翌
午
前
10
時
ま
で
の
24

時
間
に
わ
た
り
避
難
所
支
援

を
行
い
、
別
グ
ル
ー
プ
と
交

替
、
宿
舎
で
１
泊
し
た
後
、

ま
た
避
難
所
に
向
か
う
形
で

支
援
を
行
っ
た
。
大
変
だ
っ

た
の
が
、
宿
舎
と
避
難
所
の

間
の
移
動
。
レ
ン
タ
カ
ー
で

片
道
２
時
間
か
け
往
来
し
た
。

　

福
地
組
織
部
長
は
「
移
動

時
間
も
ド
ラ
イ
ブ
だ
と
思
っ

て
、
逆
に
気
が
ま
ぎ
れ
ま
し

た
。
被
災
に
よ
り
道
路
事
情

が
悪
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
早
期
の
復
興
が
望
ま
れ

ま
す
」
と
語
っ
た
。
木
村
事

務
局
長
は
「
福
島
の
地
か
ら

今
後
も
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

自
治
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

５
月
30
日
で
終
了
す
る
が
、

最
終
グ
ル
ー
プ
に
は
山
田
益

寿
調
査
部
長
が
参
加
す
る
。

ボランティアに参加した福地努組織部長（右）と
木村圭介県北総支部事務局長

２人が支援に入った石川県能都町の
避難所「能登中学校」の様子

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
が
参
加

　

集
会
２
日
目
に
は
岸
ま
き

こ
参
議
院
議
員
も
駆
け
つ

け
、
国
政
報
告
を
行
っ
た
。

中
で
も
国
会
で
審
議
中
の
地

方
自
治
法
改
正
案
に
つ
い
て

触
れ
、
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
大
規
模

災
害
な
ど
重
大
な
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、
個
別
法
に
規

定
が
な
く
て
も
、
必
要
な
対

策
を
国
が
地
方
に
指
示
で
き

る
よ
う
国
の
指
示
権
を
拡
充

す
る
も
の
。「
国
と
地
方
は

『
対
等
』
と
す
る
地
方
自
治

法
の
原
則
に
反
す
る
も
の
」

と
断
じ
た
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
は
、

自
治
体
職
員
に
と
っ
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
。
岸

議
員
は
「
引
き
続
き
厳
し
い

姿
勢
で
国
会
に
臨
む
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

わ
る
職
員
の
現
状
を
調
査
。

県
内
被
災
自
治
体
で
２
回
に

わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
宮
城
県

の
被
災
自
治
体
へ
も
訪
れ
、

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
は

２
０
２
２
年
９
月
の
専
門
部

会
の
設
立
以
降
、
部
会
毎
に

行
わ
れ
て
き
た
も
の
。
単
組

の
垣
根
を
越
え
、
協
力
・
連

携
の
も
と
、
作
業
を
進
め
て

き
た
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー

ト
か
ら
提
言
内
容
を
ま
と

め
、
県
へ
提
言
書
を
提
出
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
職
員
が
職
場
の
仕

事
を
通
じ
、
自
分
た
ち
の
仕

事
を
問
い
直
し
て
い
く
こ
と

専
門
部
会
報
告

　

集
会
で
は
３
つ
の
専
門
部

会
か
ら
レ
ポ
ー
ト
報
告
が

あ
っ
た
。
第
１
専
門
部
会
は

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
自
治
体
・
地
域

の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
係
る
現
地
視
察
も

行
い
な
が
ら
レ
ポ
ー
ト
を
ま

と
め
た
。
第
２
専
門
部
会
は

こ
れ
か
ら
の
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
調
査
。
避
難
所
の

〝
Ｂ
（
ベ
ッ
ド
）〟
＝
住
、〝
Ｋ

（
キ
ッ
チ
ン
）〟
＝
食
の
２
つ

を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
。

第
３
専
門
部
会
は
、
震
災
・

原
発
事
故
に
つ
い
て
、
復
興

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
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会
津
総
支
部

浜
総
支
部

県
北
総
支
部

県
南
総
支
部

県
職
連
合

2024

総
支
部
新
体
制
ス
タ
ー
ト

県 職 連 合
【住　所】

福島市杉妻町２－16
県職員会館内
【電　話】
024－523－1306
【ＦＡＸ】
024－523－1309
【E-mail】

f-kenshokuro@fukushima-pref.com

浜 総 支 部
【住　所】

双葉郡大熊町大字下野上
字金谷平565
【電　話】
0240－32－0790
【ＦＡＸ】
0240－32－0790
【E-mail】

info@jichiro-hamasou.gr.jp

会津総支部
【住　所】

会津若松市西栄町７－９
会津労働福祉会館
【電　話】
0242－27－8550
【ＦＡＸ】
0242－27－8551
【E-mail】

jitirou.aizu@gmail.com

県南総支部
【住　所】

須賀川市八幡町135

【電　話】
0248－75－3400
【ＦＡＸ】
0248－75－4449
【E-mail】

kennankyokucho@gmail.com

県北総支部
【住　所】

福島市五老内町３－１

【電　話】
024－533－7330
【ＦＡＸ】
024－533－5889
【E-mail】

jichirof@juno.ocn.ne.jp

中央執行委員長　佐藤寛喜総支部長　八巻真一総支部長　常松康司総支部長　小池政和総支部長　新妻　浩
【中央執行委員長】
佐藤　寛喜（直属支部）

【副中央執行委員長】
鈴木　貴士（本庁支部）
大竹　健司（相馬支部）
髙玉　育子（医大支部）

【書記長】
大内　敦夫（直属支部）

【書記次長】
川村　美彦（北会津支部）

【監査委員】
熊坂　牧子（福島支部）
松本　　栞（白河支部）
寺田　俊介（相馬支部）

【総支部長】
八巻　真一（伊達市職労）

【副総支部長】
鈴木　　巧（国見町職労）
高橋　敦史（本宮市職労）
鈴木　貴士（県職連合本庁支部）

【事務局長】
木村　圭介（福島市職労）

【事務局次長】
佐藤　　到（二本松市職労）
大河内　望（川俣町職労）
福井　翔太（大玉村職労）

【会計監査】
藤倉　佳嗣（桑折町職労）
阿部　剛士（市町村共済労組）

【総支部長】
常松　康司（鏡石町職労）

【副総支部長】
根本　和俊（県職連合郡山支部）
野崎　義文（白河市職労）
鈴木　　亮（西郷村職労）

【事務局長】
武田　貴志（須賀川市職労）

【事務局次長】
草野　文恵（須賀川市職労）
田村　　壮（塙町職労）

【会計監査】
伊藤　慶祐（泉崎村職労）
菊池　亮平（東白衛生職労）

【総支部長】
小池　政和（会津若松市職労）

【副総支部長】
五十嵐久雄（喜多方市職労）
佐藤　陽三（柳津町職労）
宇梶　睦宏（下郷町職労）

【事務局長】
芳賀沼崇正（下郷町職労）

【事務局次長】
品川　貴斗（西会津町職労）

【会計監査】
佐賀　祐志（猪苗代町職労）
佐藤　義樹（南会津環境衛生職労）

【総支部長】
新妻　　浩（いわき市職連合）

【副総支部長】
門馬　優樹（相馬市職労）
横山　芳幸（浪江町職労）
坂本　利彦（県職連合いわき支部）

【事務局長】
末永　暁久（大熊町職労）

【会計監査】
森　　晋弘（相馬水道職労）
佐藤　記央（双葉水道職労）

２
０
２
4
年
度

各
総
支
部
連
絡
先

第43回全日本自治体職員スポーツ大会（野球）各総支部予選大会の結果

地区予選の各ブロック優勝チームが出場する県大会は６月19日～20日に福島市及び伊達市で開催。応援をお願いします。

会　津

只
見
町
職
労

金
山
町
職

西
会
津
町
職

会
津
若
松
市
職
労

南
会
津
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